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国際バカロレアの評価における公平性の確保 
Ensuring Fairness in the Assessments of the International Baccalaureate Diploma Programme 
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Û． は�めに 
 
iÕ7/A@-・��;A�;A�= （International 

Baccalaureate Diploma Programme）(1)は、16ß1��の生k

を\Àとした 2c間の教育;A�= で�る。生kは、

IB»定�(2)において所定の;A�= をa6し、$定/

%の成«をDめることにより、IB��;A�（IB Diploma）
とK�れるj�中等教育6+資�をElで
る。この資

�は、)�Hiの大学!の出×、X学においてe���

されている。その¯|には、IB が、C�な学�¨�準を

7�ていると評されていることが�る（#ill � .axton 
2014）。��に、IB ��;A�をX学者の�定のために

��する大学xはS>して
た(3)。 
その$yで、IB��;A�の資�としての5Õ�の�

dとなる、その評価�1� に\しては、o�¨な³À

もWjしている。4��、Bunnell（2011）は/&のよ	

にÃ�ている。IB はもともと、�B�ーナ�#ナ?1�

ー?で学び、iÕ¨な�?を0	生kの大学Ç学MÖを

À�するため、1�60c代にÍ発された。しかし、1��0c
代/Î、A¥を中�に、�B�ーナ�#ナ?1�ー?/

VのY 学�等でも^X・Zzされるよ	になった。こ

の?Jに0い、IB��;A�のs(に関わるÄÙのbÙ

者xは�発¨にS>して
た。こ	したbÙ者xのS>

は、とりわけ IB のよ	に¸ÃgMÖを中�としたÄÙ

をZzする場合、そのu�のÂ�$Á�を°かすことに

なる（Bunell 2011）。I�に、/an（n.d.）も、IB のnÄな

q大は、IB�構による~資�u�者（Iuali>ied examiners）
の­UをNÑにし、このことは評価の5Õ�にiÒを及


し	るとrwしている（/an n.d.）。これらの9行研究

は、IB が（O 1 およびO 2 に�したよ	な）bÙ者xの

Ë¨q大と評価のÂU¹との* とい	、構Å¨な�@

B�に�×していることを�Lしている。 
本稿の目¨は、9行研究が�Lしている%¸の�@B

�をm頭に¬いて、�j、IB においていかに評価のY~

�（>airness）の­UがÄ�られているのか、およびその

評価はいかなる¾Öを内@しているのかを�らかにする

こととする。この目¨をÉ成するために、IB�構がY表

している評価関Æの���=�B（2 ¤でºÃ）を主な

<�\Àとして、/& 3 つのMいを®[することを研究

¾Öとする。その¾Öとは、第$に、IB において、いか
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にVÊ評価（External Assessment）のÂのU¹がÄ�られ

ているのか、第,に、IB において、いかに内Ê評価

（Internal Assessment）のÂのU¹がÄ�られているのか、

そして第三に、評価におけるY~�をめ�って、�j IB
�構の内Êでいかなる¾Ö�論�が»¿されているのか、

で�る。なお、IB��;A�のs(に関わる}¨¨な成

«評価は、IB�構によるVÊ評価と、H IB»定�の教

員による内Ê評価から構成されている。 
本稿の論�は/&のとおりで�る。IB におけるVÊ評

価Ú内Ê評価は、VÊÄÙYのÔ`¨構成�!�@ー�

#Bとい	.©�のÈ�によって�1�����にZz

されており、��にHi・H�関から$定の5Õをlて

いる。ただし、IB�構も»´しているとおり、それらは

X:なものとはい�ない。な�なら、ÄÙがiÕ¨にZ

zされることに�~の¾Ö�生成 AI のF頭に0	¾Ö

などに、IB�構はEり©�でいる}中だからで�る。v

¶すると、IB�構の定­するY~なÄÙ（ÞbÙ者:員

にI等の�会をUÐし、合��のない~=Ú'=がtÏ

されているÄÙ）(�)のZ�にJけたÄ行Ì¼は�jもª

いているためで�る。 
i内の9行研究を�µすると、教¯教育学�教育評価

論のÔPにおいて、IB の/>0"= �評価y�に関す

る«³が$定�f±�されている（4��、中�・_¢ 
2022Ý~Ø 2022）。しかし、IB の評価�1� の:2を

]�に含めて、いかにY~�の­UがÄ�られているか

を§-、検討した研究はB<でない。したがって本稿は、

IB の評価�1� に関わるR�¨研究として1¬
け

られる。 
本稿の構成は/&のとおりで�る。第 2¤では、本稿

の<�¦�で�る IB �構がY表している評価の���

=�Bの�要を§-する。第 3¤では、IB />0"= 

の�要と、IB��;A�のs(に関わる評価の:28を

�½する。ª�第 4¤、第 5¤では、それ	れVÊ評価

Ú内Ê評価に��をhてて、ÂU¹のy策を検討する。

第 6¤では、bÙ者がiÕ¨に多�で�ることに由来す

る¾Ö、および生成 AI のF頭とい	�代¨状況に�~

の¾Öを整�した	�で、IB の評価のY~�に\して若

干のMÖ提起をする。第 7¤では、本稿の議論を総括し、

今jの¾Öをrwする。 
 
２． <�の¦� 

 
IB�構は、その教育�m�教育Z践に>�て、H IB»

定�に\して¾す規則�H教¯の内容・y�等について、

多岐にわたる���=�BをYÍしている。主要な��

�=�Bとそれらの相互関係は、O 3（次頁）に�され

る。O 3 の	ち、本稿が扱	評価関Æの���=�Bは、

①Assessment principles and practices、および②Diploma 
Programme Assessment procedures で�る。 
前者の���=�Bについては、�j、/&の 5 つの

文書がYÍされている(�)。 
 

(1) Assessment principles and practices—Quality assessments 
in a digital age. (International Baccalaureate 2017a) 

図� IBの11月実施の試験参加校数／参加者数の推移 
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(2) Assessment principles and practices—A guide to 
assessment >or students and parents�guardians. 
(International Baccalaureate 2020a) 

(3) Assessment principles and practices—A guide to 
assessment >or teac@ers and coordinators. (International 
Baccalaureate 2020:) 

(4) Assessment principles and practices—A guide to 
assessment >or examiners. (International Baccalaureate 
2020a) 

(5) Assessment principles and practices—A guide to 
assessment >or c@ie> examiners and principal examiners. 
(International Baccalaureate 2020d) 
 

(1)は、IB の評価のK学を2°¨に提�したR¢¨な文

書で�る。I書は、「¨たち�IB�構�が行	評価が~n

­で、Y~で（>air）、関係する生kの}Lの= になる

ことを­»するために、IB がu�している原則を½�す

ることを目¨として」（International Baccalaureate 2017a: 5）
(	)いるとÃ�、主にVÊ総括評価（external IB summatiNe 
assessment�>ormal testing）に��をhてている。(2)ß(5)は、

それ	れ生kとUÇ者、教員と�ー���ー�ー(
)、u�

Y（examiner）、�ー u�Y（�@ie> Examiner）と主任u

�Y（Principal Examiner）を\Àに、IB�構による評価

のÂU¹について�½する§い文書で�る。 
j者の���=�Bとして、本稿は、Diploma 

Programme Assessment procedures 2023 をD�す る

（International Baccalaureate 2023:）。I書は、主に 2023c
5�（A@�の IB»定�の生kが主にbÙ）およびIc

11�（B@�の IB»定�の生kが主にbÙ）Zzの評

価セ��#BでÒVす�
�ª
をº細に�す��"-

?で�る。I�の文書が、�c IB�構によって発行され

ている。 
本稿の第 4¤/Îでは、主としてAssessment principles 

and practices—Quality assessments in a digital age
（International Baccalaureate 2017a）に.拠しつつ、ÑW他

の文書をD�しながら、前¤で提�した 3 つの研究¾Ö

を検討する。 
 
Þ． IB の/>0"= と評価の:28 
 
本¤では、IB�構の��!��ト(�)等をD®にして、

IB の/>0"= と評価の:28を�½する。 
 IB の/>0"= は、6 つの教¯�?ー;（su:Bect 
groups）および 3 つの�-要¦（core elements）から構成

される。6 つの教¯�?ー;とは、¶Æと文学（.tudies in 
language and literature）、¶Æ·l（'anguage acIuisition）、
/人と社会（IndiNiduals and societies）、�¯（.ciences）、
x学（(at@ematics）、および½¿（Arts）で�る。H教¯

にはÁxの¯目が含�れており、生kは、H教¯�?ー

;のなかから 1 ¯目をÓs、a6する。そのÕ、6 ¯目

の	ち 3ß4 ¯目を%±@"?（#ig@er 'eNel）で、�り

の¯目を�準@"?（.tandard 'eNel）でa6することが

�められる。なお、½¿の代わりに、�¯、/人と社会、

�るいは¶Æ関Æの¯目をa6することが»められてい

る。 
 IB では、生kの_eい教育²Ù��lした«¿・10

?のj�がÔÂされるため、教¯学·の�なら�、3 つ

の�-要¦も6+要*として設定されている。3 つの�

-要¦とは、«の�論（/@eory o> CnoOledge: /*&）、¾Ö
論文（/@e extended essay: EE）、および;Å�・�?・S
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.（�reatiNity� actiNity� serNice: �A.）で�る。/*& におい

て、生kは、さ���な«るためのy�（Oays o> CnoOing）
と多�な«¿のcoについてkp��目¨をもってy究

するため、「どのよ	にして¨たちは«るのか」（#oO do 
Oe CnoO�）といったMいについて議論する。³�として、

»らの/人¨・km¨な前提をより��»¿し、文?¨

なÂ�の多��とÈかさを�Àで
るよ	になることが

�fされる。/*& の評価は、)�における /*& の�れ

を 3 つの\À�でy究する[�（ex@i:ition）、ならびに

/*&における�m¨¾Öに��をhてた��セー（1�600
Æ）で構成される。EE とは、a6した 6 ¯目の	ちのい

�れかに関Æする、�るいは学Õ¨な�ー�を設定し、

/人研究にEり©�、4�000Æ（�本Æの場合は��000U）

の論文に�とめるもので�る。�A. とは、/& 4 つの内

容を含むさ���な2ÙとZな�とも 1 つの;A���

トにD>するもので�る。その 4 つとは、①Ô要な³�

を0	、¥の目¨をもった�?、②/人¨なvq、�計

画、Çx状況の­»、QGなどの�®、および�成��

/人¨な学·についての¤[で�る。 
 生kが IB ��;A�をElするためには、%¸の/

>0"= を:てa6し、VÊ評価と内Ê評価をÎ�て、

原則¨に45���中24�/%をElするi要が�る(�)。

配�は、6 ¯目のそれ	れに 7�（計 42�）、さらに/*&
とEE の評価³�（それ	れ、AßE�でのい�れかの成

«が出される）の©�合わ�にj�て}大 3�が>�さ

れる（表 1Üなお、�A. は�xに含�れない）。 
 内Ê評価とVÊ評価の:合は¯目によって�なる（表

2）。内Ê評価とは、4��Æ学の.ー=?$ー�、O�

の �ー?�$ー�、�¯のZÙ、½¿¨8 �ー�B

1などを\Àに、H IB »定�の教員によってZzされ

るもので�る。$y、VÊ評価とは、IB�構がu�、評

価する筆¸ÄÙ�提出¾Öをrす。表 2 から、ほと�ど

の¯目において、VÊ評価 70	�0�Ú内Ê評価 20	30�と

い	配<で�ること、ただし8 �ー�B1の要¦が大


い½¿¯目では、内Ê評価の�Ôが大
�なることが

わかる。v¶すると、H¯目の評価のR�に�るのは、

よりÜいXµ�と5Õ�がtUされるVÊ評価で�ると

い�る。なお、VÊ評価されるÄÙにおいて、多¹Ós

gのMÖは�れで�り、多�を��セ�等の¸ÃgMÖ

がCめる(1�)。 
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ß． VÊ評価のÂのU¹ 
 
4.1. IB における評価���?とそのtい� 
 本¤では、IB のVÊ評価のº細を�てい�。IB �構

は、評価の$Æの�Úを � �Ôから成る「評価���?」

（/@e assessment cycleÜO 4）と表�している。その � �

Ôとは/&のとおりで�る。 
 
① ÄÙの準7（Exam preparation）Ü/
のÄÙを3成す

る;Aセ1。出Ö�ー�の�定から、42¨なMÖ

の3成・編集、他¶Æ!の¸Ä、�しいcgでの配

¬・準7、そして}¨¨なÂの�����で、:て

を´¶する。 
② ÄÙ（Examinations）ÜbÙ者が»身の所属する IB»

定�で評価をbける。 
� 1�B�ー�の設定（.tandard setting）Ü%±u�Y

（senior examiners）がu�Y�ー に\してbÙ者の

ª�のu�y�を½�する。�た、u�YのÂを�

���するための­Zなu�1�>;ト（de>initiNely 
marCed scriptsÜº細はjÃ）を�定する。 

� u�（(arCing）Üu�YがbÙ者$人�とりのª�

を­»し、+�を付けるかを�定する。u�Yは、

主任u�Yが出したr�にgわなけれ�なら�、そ

れが�し�行われているかど	かを IB �構によっ

て定�¨に�1トされる。 
� 成«提-（"rade aOard）Ü%±u�Yが、�x（marCs）

を成«（grades）にv­するy�を�定する。 
� >1�を~するª�の[u�（At risC re	marCing）Üu
�のÂの}¨­»。MÖが�るEº�が�ることを

�す¹拠が�るÊ<に��をhてる。 
� ³�のY表（Issue o> results）ÜIB»定�とbÙ者に\

する³�のY表。出された³�がbÙ者の;A�=

 合�（IB��;A�のEl）をnIするかど	か

の8~�、大学!の成«¹�書のÍ付など、&>¨

な6�も含�れる。 
� ³�に関するMい合わ�（EnIuiry upon results）ÜIB»

定�に\して、ÄÙのÏ�で¼りが�ったとkわれ

る¬所が�った場合に、IB�構にbÙ者のª�をも

	$f­»してもら�るよ	.Õする�会を提-す

る。 
	 評価���B（Assessment design）Ü評価���?を

×�るために}もÔ要な�Ô。bÙ者の²Ùから学

び、評価¾Öのx�©Ûを含め、評価しよ	とする

内容�-;Aー�を|Lする。 
 
この評価���?を 1HMすことは、·cの評価のÂ

のJ%につながるもので�ると IB�構は®�ている。 
/&では、この���?の	ち、�にY~�に関わる

とkわれる�1�B�ー�の設定、�u�、および�>

1�を~するª�の[u�についてº細に�てい�。 
 
4.2. 評価�u�に関わる主要な-��ーのd:<tと責

任の所j 
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 IB�構は、評価���?をt	主要な-��ーとして、

主任u�Y、�ー u�Y、u�Y、そして IB の 4 者を

w
、それ	れのd:�責任を/&のよ	に定めている

（International Baccalaureate 2017a: 115）。 
 
主任u�Y 
・ 評価のなかの$つの構成要¦（component）(11)に責任

をもつ。 
・ その構成要¦において、bÙ者のª�がどのよ	な

�xをElするかを}¨�定する。 
・ その構成要¦において、:てのu�Yがu�R準

（marCing standard）を�ÀしていることをU¹する。 
・ その構成要¦の成«v­R準（grade :oundariesÜ�x

（marCs）を 7 �Ôの成«（grades）に:りhてるR

準）を設定するÕ、�ー u�Yに\してrÕを�

す。 
 

�ー u�Y 
・ （主任u�Yが�定の構成要¦に �ー/1するの

に\して）thする教¯の:ての評価の構成要¦を

³�す。 
・ ÄÙMÖとそのMÖのu�R準の­定（#ー8ー.

ー�>B�とK�れる）を含めて、:ての評価の構

成要¦間でR準が$ÁしていることをU¹する。 
・ 評価に関Æする�ら�る学¿¨MÖを)Àする。 
・ IB に\して、}¨¨な成«v­R準を提�する。 

 
u�Y 
・ 主任u�Yによって設定されたR準にしたがい、b

Ù者のª�をu�する。 
 

IB 
・ 評価の:ての0×に責任をもつ。 
・ u�Yの>�?ート�u�YのÂ、ÄÙ³�のY表

等、評価の$Æの;Aセ1に責任をもつ。 
・ 学�%の'�行�、'�®�、�たは�別な配pに

ついての�定を行	。 
・ %±u�Yから提�された成«v­R準をbけXれ

る、�たはそれに�議を�し てる。 
 
 IB のu�の原則として、bÙ者のª�にどのよ	な�

xを付けるのが�しいかを}¨¨に8~する主2は主任

u�Yで�る、とい	ことがw
られる。主任u�Yは、

評価のなかの$つの構成要¦に責任をもつことになるが、

そのth（どの構成要¦のthか）は$Á�をUつため

にÁxMのÄÙに�ることがÎ^で�る。なお、主任u

�Yは多�の場合、#ー8ー.ー�>B�にも{わって

いる。 
 �ー u�Yは、IB とともに評価について議論し、|

Lするd:も�たす。主任u�YとのÐいとして、ÄÙ

MÖのÂにも責任をÉ	ことがw
られる。なお、_規

�なbÙ者xの¯目において、IB は�ー u�Yを任J

する代わりにÄÙ責任者（Examiner -esponsi:le）を任J

する。ÄÙ責任者は、¯目:2の$Á�を­Uする�ー

 u�Yのd:と、�定の構成要¦に責任をもつ主任u

�Yのd:を5任することとなる。 
 主任u�Y��ー u�Yは、IB の1�� ではな�、

VÊの専ÖYとい	1¬
けで�る。VÊの専ÖYとの

A1が、Y~でÂのÜい評価をEºにすると®�られて

いる。ただし、���で}¨¨な責任は IB�構»2に�

る。 
 �た、bい�限を(�られた、主に主任u�Yの¡¦

のもとで、/
のu�Yはu�に�たることになる。 
 
4.3. 1�B�ー�の設定とu� 
%¸の評価���?の	ち、「bÙ者の=<にY~に

Qいることがで
るよ	に、�ー�10ー を�1トし、

|¼すること」を目¨の$つとする�Ôが、1�B�ー

�の設定で�る。1�B�ー�の設定は、/& 5 つを主

要な目¨としている（International Baccalaureate 2017a: 
147）。 
 
・ bÙ者のª�にR
いて、主任u�Yが（I2のu

�Yとの合議をÎ�て）評価のための1�B�ー�

を設定すること 
・ bÙ者の=<にY~にQいることがで
るよ	、�

ー�10ー を�1トし、|¼すること 
・ ­Zなu�1�>;ト（de>initiNe marC scripts）を3成

すること 
・ :てのu�Yに�Àをeめ、3~すること 
・ u�Yの「資�»定」（Iuali>ication）;Aセ1をÎ�

て、1�B�ー�の�Àをhaすること 
 
これらの目¨のÉ成のため、1�B�ー�の設定は/

&の�Úで行われる。 
は�めに、u�Yの>�?ートで�る(12)。Ñ7な教育

¨¯|�10?を~するとkわれる者が、u�Yとして

>�?ートされる。そして、eらが評価の�Ú�原則を

�Àで
るよ	、ト@ー�B�がzされる。 
次に、�準?ミー��B�（.tandardiRation meeting）の
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Í催で�る。このミー��B�では、主任u�Yを>ー

�ーとする%±u�Y（senior examiner）の�ー によっ

て、�ー�10ー の3成がなされる。この�ー�10

ー は、I$のMªに\して:てのu�YがI��xを

付けることをEºにするためにB<なlQを含むもので

なけれ�ならないとされている。�た、3成された�ー

�10ー がm定される¯Nのª�をÑ7に/7ーして

いることをU¹するため、ÄÙ¨+j、%±u�Yはb

Ù者のª�4を­»することとなる。 
さらに、�準?ミー��B�の主要な成�の$つに、

­Zなu�1�>;ト（de>initiNely marCed scripts）とい	

ものが�る。これは、主任u�Yによってu���のª

�4で�り、u�Yをト@ー�B�したり�1トしたり

するために�いられる。º細な,�4は/&の 3�にな

る。 
第$に、;P¨なª�をどのよ	にu�するか、�る

いは�ー�10ー を¼Àしがちな状況としてどのよ	

なものが�るか等をu�Yが学�ための,�で�る。u

�Yは、­Zなu�1�>;トをÅ�ÌむことをÎ�て、

�し�u�で
るとい	»5をもつことが�fされる。 
第,に、u�Yが�しいR準でu�していることを¹

�するための,�で�る。u�Yは、IB�構に\して�

し�u�で
ることを�すことなしに、bÙ者の本�の

ª�をu�することはで
ない。�し�u�で
るかF

かの�1トは、主任u�Yによってu���のª�をu

�することによってなされる。もし、主任u�Yと「I

�fの」�xを付けられなかった場合には、�しい�x

とな�その�xを付けるのかについての �ー�7��

が(�られる。そしてそのj、u�R準の�Àを�すた

めの�会が|めて(�られる。なお、「I�fの」と表¸

するnOは、i�しも主任u�YとX:に$»した�x

を付けることを�められるÄではな�、$定�fの_が

»められるからで�る。v¶すると、I�ª�に\する

�hな�xの]として「Ã容¯N」（tolerances）が»めら

れている。 
第三に、u�Yが�しいR準でu�しªけていること

を¹�するための,�で�る。%¸のとおり、u�をT

める�Ôにおいて、u�Yはu�R準の�À�u�10

?を����される。しかしながら、たと�u�ÍT�

Ôでの�À等がU¹されていたとしても、�間が²つに

つれてu�R準に7=�0が生�るEº�はF定で
な

い。そこで、Hu�Yがu�するª�のなかに、�に主

任u�Yがu���のª�を��ることによって（Î^、

その:合は 1�10 �f）、u�ÍTjにもu�のÂの­»

が行われる。³�として、付けられた�xと付ける�


（主任u�Yが付けた）�xとがI�fで�れ�u�は

ª行されるが、もしそれらの間に%Øが³られる場合、

IB �構による �ー�7��と���B1がなされる。

その%で、u�の[Íを»められる場合も�れ�、中�

される場合も�るとい	。 
このよ	に、主任u�Yとu�YとがI$のª�をu

�し、その³�の]を�較することによってu�のÂを

U¹しよ	とする-;Aー�は、品Â!�?（Iuality 
model）とも名付けられている。この!�?が、̧ ÃgM

Öで�っても、bÙ者がどのu�Yにu�されたかにで


るだけ左右されることな�Y~な³�をbけEること

がで
るよ	にするための、つ�り IB におけるVÊ評

価のÂU¹のための核になっていると®�られる。 
 
4.4. u�ミ1の>1�を~するª�の@:"ー 
 %¸のとおり、IB�構は、定�¨にu�Yのu�のÂ

を����することによって、VÊ評価のÂをU¹しよ

	としている。それに>�て、u�ミ1の>1�を~す

るª�の@:"ー（“at risC” reNieOs）とい	�Ôが、u

�のÂのU¹のために設定されている。/&、u�ミ1

の>1�を~するª�の@:"ーとはどのよ	なものか

を�½する（International Baccalaureate 2017: 1�1	1�2）。 
 u�ミ1の>1�を~するª�の@:"ーは、�^

（unusual）とkわれるª�をyすことを目¨とする。4

2¨なR準として、/& 2 つが設定されている。第$に、

教員によって予mされた成«(13)よりもZÕの成«が著

し�低い場合で�る。第,に、学�:2の成«が昨cと

大
��なる場合、とりわけ、評価のなかの�定の構成

要¦の成«が4cと大
��なる場合で�る。これらに

該hする場合、u�がi�しも¼っているとは限らない

ものの、追>¨な­»がi要で�ると®�られる。 
 u�ミ1の>1�を~すると8~されたª�は、}も

u�が$Áしているu�Y（most consistent examiners）に

よって[u�される。なお、Hu�Yのu�の$Á�は、

品Â!�?のÈ�をÎ�て評価されている。[u�の³

�がh初の³�と�なった場合、[u�jの�xがu�

される。さらに、$Á�の�るu�Y（consistent examiners）
2 名の間においても大
な]が³られる場合、さらなる

調査をZzし、な�]が生�るのかを�Àするために第

3 者のn³を�めることも�るとい	。 
 /%のよ	な�ª
を設けることで、u�しに�いM

Ö、�るいはu�に$Á�のないu�Y等、VÊ評価の

Âを°かす¾Öが発³される。そして、[u�をÎ�て、

bÙ者がで
るだけY~な³�をbけEれるよ	工夫が

なされている。 
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Û． 内Ê評価のÂのU¹ 
 
5.1. 内Ê評価の目¨と¾Ö 
 IB において、内Ê評価は、学�（主にbÙ者をbけも

つ教員）がbÙ者による¾Ö!のEり©�を評価し(1�)、

そのj IB �構がその教員による評価のÑ7�（iÕ¨

な1�B�ー�を�し�Ñ�しているか）を­»すると

い	$Æの�ª
によりÉ行される。な�、IB では、V

Ê評価の�なら�内Ê評価もÔ要Âされるのか。内Ê評

価の=�について、IB �構は/&のよ	にÃ�ている。

「教室での評価（classroom	:ased assessment）は、ÄÙに

��りÑさないÔPでbÙ者を�1トする多�の�会を

提-する。そのなかで}もÔ要なことは、bÙ者に\し

て、ÄÙ�~の�間¨;@���ーがない環境&で、M

Öを®[し、»<のk®をどのよ	に発[さ�るかを�

す�会を提-するqL�1�にEり©むよ	要�で
る

ことで�る」（International Baccalaureate 2017a: �4）。�た、

:)��$のÄÙで�るVÊ評価だけでな�内Ê評価を

設定することによって、IB»定�は、OP、文?、�た

はO�¨な文£のなかに学·を1¬
けたり、教室とV

の)�との³びつ
をbめたりすることがで
るとい	。

さらに、内Ê評価は、し�し�生kに\して»身が関�

をもつト����MÖをÓsする�会を提-するため、

評価;Aセ1だけでな�学·²Ù:2の:h�のJ%に

=(するといわれている。 
 その$yで、内Ê評価については/&のとおりい�つ

かのMÖ�がrwされている。第$に、bÙ者が'�行

�（他者に3品をつ�ら�るなど）を行っていないこと

を­»することがÕ^にNÑな�で�る(1�)。第,に、内

Ê評価のために設定された�定の¾ÖにEり©むために、

教員�生kがÏfに�間をº�し、³�としてs��間

が5Æされる>1�を<む�で�る。 
 とはい�、IB�構は、bÙ者の成Ðを³て
た教員に

よる教室での評価がもたらす価�は、それがもつMÖ�

を%Mるとい	®�のもと、内Ê評価をZzして
た。 
 42¨には、教員は、/& 3 つのy�で IB��;A�

のs(に関わる評価に{わる。第$に、IB が�すR準（-

セ1�Bト�=��>-（assessment criteria）とK�れる
(1	)）にR

、bÙ者がEり©�だ¾Öに\して内Ê評

価の�xを付ける。第,に、IB が�す成«のR準

（International Baccalaureate 2017:Ü�@ー���1�>;

�ー（"rade descriptors）とK�れる(1
)）にR

、Hb

Ù者が来たる}¨ÄÙでÉ成するとkわれる成«を予m

する。第三に、次項で½�する!�@ー�#BとK�れ

る�Ôにおいて、»身のu�R準のÑ�状況を­»され

ることとなるが、そのÕ、bÙ者の¾Öに\してどのよ

	に内Ê評価したか（�xを付けたか）に関する½�責

任をÉ	(1�)。つ�り、教員による評価といっても、IB�
構はeらにX:に»由に評価さ�るのではな�、評価R

準を¾したり!�@ー�#BをZzしたりすることによ

って、ÂU¹をOっている。 
 次項では、!�@ー�#Bの�ª
についてよりº細

に­»する。 
 
5.2. !�@ー�#B(1�) 
 !�@ー�#Bとは、内Ê評価された�ー1$ー�の

�B;?にR

、H IB »定�においてZzされた内

Ê評価の�xを検¹し、i要にj�てbÙ者の�xに!

�@ーB�#B係xをÑ�する;Aセ1をrす。!�@

ー�#Bにより、h該¯目の内Ê評価をZzした:ての

IB »定�が出した�xを)��準に合わ�ることがで


ると®�られている（International Baccalaureate 2023:: 
�1）。 
より42¨には、VÊu�Yは、教員が評価した�ー

1$ー�の�B;?を審査し、その教員が付(した�x

が�しいか（すなわち、Ã容¯N（tolerance）内か）、C

しす�るÚ�す�るか（すなわち、Ã容¯NVか）を8

定する。教員が(�た�xがCしす�る、もし�は�す

�る場合、!�@ー�#B係xが�定され、その教員が

属する学�の:ての�xにÑ�される。�た、このÕに

学�は、»<たちのu�が（主任u�Yによって設定さ

れる）)��準とど	�なるかについての �ー�7�

�をbけEる。 
�た、!�@ー�#BがY~で�るためには、VÊu

�Yが)��準を�Àし、それにR

!�@ー�#B

にg&しているi要が�る。このため、!�@ー�#B

をt	u�Yに\しても、VÊ評価のÂU¹のための品

Â!�?とI�のy�で（º細は前¤をD�）、その3�

（!�@ー�#BのÑ7�）に\する����がなされ

る。 
!�@ー�#B係xのÑ�は、%¸のとおり学�を&

1として行われる。このため、学�のなかで$つの¯目

にÁxの教員が{わる場合、:員がu�を�$し、互い

に��がないよ	にするi要が�る。u�の�$は、学

�内で合nされた$つのR準にしたがって:ての�xを

付(することでなされる。さらに、}¨¨な評価を行	

前に、教員間で´し合い、bÙ者がEり©�だ¾Öを合

Iで@:"ーすることも�められる。�た、I$¯目の

�準@"?と%±@"?を�なる教員がthする場合に
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も、*@"?間でI$の合nされたR準がÑ�されるよ

	、u�を�準?するi要が�るとされる。 
 !�@ー�#Bにi要とされる�B;?xは/&のよ

	に定められている。すなわち、bÙ者が 5 名/&の場

合、:員<Ú6ß20 名の場合、5 名<Ú21ß40 名の場合、

� 名<Ú41 名/%の場合、10 名<で�る。なお、どのb

Ù者の¾Öを!�@ー�#Bのための�B;?とするか

については、学�%の'�行�をtÏするために、IB�
構によってr定される。 
 IB�構は、!�@ー�#Bにおける�B;>B�に�

たり、/& 2 つの原則を定めている。第$の原則として、

IB�構は、�定の学�の5Õで
る!�@ー�#B係x

をlるためにi要}_限の�B;?を,�する。これは、

学�のÉtを}_限にするため、�た、º�をV�るた

めで�る。ただし、5Õで
る!�@ー�#B係xを�

定するために、より多�の教員のu�4をi要とする場

合、IB�構はH IB»定�に\して追>の�B;?提出

を.Õすることが�る。このため、H学�は、³�のY

表�Ô�で:てのbÙ者の¾ÖをX�で
るよ	にして

お�i要が�るとされる。第,の原則は、!�@ー�#

B係x（の_けy）が�ら�るl�¯Nに�たがる:て

のbÙ者にとってY~でなけれ�ならない、とい	こと

で�る。それ��、!�@ー�#Bの�B;?は、:て

のl�¯N（Ül��、中l��、低l��）がÑ7に

代表されるよ	Ósされなけれ�ならないとされる。と

い	のも、教員は、u�¯N内の�なる
�Bトで�な

る�fをもつことが�り、Âの低い¾Öに\して)��

準より>大な教員が、ÂのÜい¾Öに\して)��準よ

りCしいEº�が�るためで�る。さらに、��を�l

したbÙ者は!�@ー�#B�B;?にÓ�れない�J

が�る。これは、教員のu�がCしす�る場合、Ül�

�のbÙ者をÑ7に%y6�するためで�る。 
 /%、本¤では内Ê評価のÂのU¹がいかにOられて

いるかを整�した。ÂのU¹の核には学�を&1とする

!�@ー�#Bが1¬
けられるものの、�たしてそれ

は本hにY~な評価につながるのか。この�については

次¤第 3項で²れることとする。 
 
Ü． IB の評価におけるY~�をめ�る¾Ö 
 
 /%のとおり、IB�構は評価のY~�の­Uに=め

ている。とはい�、¾Öを»¿していないわけではな

い。/&では、(1)ÄÙがiÕ¨なもので�るが��の

¾Ö、および(2)生成AI がF頭している�代に�~の¾

Öに��を�てて、IB�構の¾Ö»¿と\6、議論の

�jOを�す。>�て、評価�1� の�dに'­Zな

（VÊからの検¹がÑしい）�定を¬いていることのM

Öをrwする。 
 
6.1. ÄÙがiÕ¨なもので�るが��の¾Ö 
 IB によるÄÙとiを&1としてZzされる大規�3

ÎÄÙの�定¨なÐいは、bÙ者の@�O�文?¨¯|

の多��の�fに�る。本項は、その多��の大
さが

IB の評価のY~�に\していかなる¾Öを�
つけて

いるかを�す。 
第$に、bÙ者の@�OがiÕ¨に<Gしており、�

�に�� �ーBを�たいだÄÙZzが'EÊで�るこ

とに由来する¾Öで�る。iを&1としてÄÙがZzさ

れる場合、R本¨にI$��にÄÙがÍTされ、¨+す

る。$y、IB のよ	にÁxiでÄÙが行われる場合、�

]のためにÍT・¨+��を�$することは&Z%'E

ºで�る。��に、ÄÙMÖの�~>1�はÜ�ら�る

をlない。このMÖについて、IB �構は、「iÕ¨なÄ

Ù��]のMÖ!のvq」とい	項目を���=�Bの

なかに設け、その\策について/&のよ	に論�ている

（International Baccalaureate 2017a: 123	124）。 
 \策の$つ目にw
られるのは、「={主­」（sel>	
interest）とい	®�y、つ�り、bÙ者は»<よりも他

のbÙ者に=することをÓsしないだ�	とm定するこ

とで�る。,つ目は、MÖ��が3~されるEº�の�

る��!��トの|n�い¡Âで�る。�た、MÖ��

をÄÙ会場からZち出すことはÃされないとい	規則が、

�B�ー��ト%でMÖが3~される>1�を�限する

ために設けられている。三つ目に、«¿のm起ではな�

�ÀをM	よ	なMÖを3成することがw
られている。

このことは、k®の1�ー�を評価\Àとしないよ	な

出Öをすれ�、&前に（ÄÙÍTのx�間前に）MÖを

«ることによってMªを®�る�間がZ
Jびることか

らlられる= は限定¨で��	とい	m定にR
いて

いる。0つ目が、:てのbÙ者に\してÄÙ¨+j 24�
間はÄÙについて´してはならないとい	規則を¾す、

とい	もので�る。IB�構は、/%のy策を�した	�

で、この¾Öに\する議論を今jも�ªすることを�¶

している。 
さらに、¶Æ¨・文?¨な中 �の­Uも、Y~�の

MÖとしてrwで
る。Bad@am（2025）は、「iÕ¨評価

がY�る主な¾Ö」とÖした¸&のなかで、iÕ¨多�

�をもつ IB のÄÙは2~のÑÖを~することをrwし、

「�なる¶Æ間でÑfを等し�Uつためにはど	したら

よいか」「文?¨に@e¨なÄÙMÖをどのよ	につ�る
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か」「評価R準（4ÜÑ7な（adeIuate）、よい（good）の

¸Ä]をどのよ	に調整するか」といったMいを提起し

ている。I�の¾Ön¿を、IB�構も3~しており、�

る文?3においてØu��い文£に{ったMÖが他の文

?3の者にとっては�Âで�Àしに�い場合、そのÄÙ

MÖは�り（:ias）をもっていること、「<��よ

（analyse）」「評価�よ（eNaluate）」「½��よ（explain）」
といった��B��ー （command terms）が¸Äされる

Õ、その�ÆがもつnIのN9な�"-B1が�8して

し�	Eº�が�ること等を¾Öとしてrwしている。

そしてそれらの¾Ö!の\策として、MÖ文のなかで、

MÖの�Àにi要な¯|lQを提-すること�生kが»

身の文?¨文£をj�してÀªで
るよ	な、より.ー

;B�B�なMÖ文を設定すること、H¶Æにおける�

�B��ÆとそのnIをY表・À½することを、IB�構

は行っている（International Baccalaureate: 2017a）。さらに、

より中 なÄÙ、評価のZzにJけた調査研究がÇ[し

ていることもQGされている（Bad@am 2025）。¶Æ・文

?を¼�た中 �の­Uは、IB�構が»´しEり©�で

いる、評価をめ�る中核¨¾Öの$つとしてとら�られ

るだ�	。 
 
6.2. 生成AI がF頭する�代に�~の¾Ö 
 さらに本項は、�代に�~の¾Öとして、生成AI のF
頭をいかに IB�構がとら�ているのかに²れる。 
 IB�構は、Äc、「評価と教育における�@at"P/ なら

びに人工«º（AI）のd:」(2�)とÖする6�を出し、>

�て「IB の評価と教育における人工«º（AI）Ü'�か

�会か」(21)とÖする¸&のなかで、生成 AI !の 場�

を�して
た。�た、Academic integrity policy（International 
Baccalaureate 2023d）のなかで、生成AI の=�に関する

���=�Bを�して
た。それらの�Oとして、①生

成AI !の\jは、g来の'�行�（VÊ�"ー�ー�Y

jによる代筆）のJÐ�%に1¬
けられ、��に
A

から\策を®�ることではな�これ�での
>�ーの発

[を要�するものと®�ていること、�た②生成 AI は

Ô%�¸Ä3 トなどとI���^?する�ー?で�り、

かつ°;でな�«¨y究を�?さ�るものだとい	?来

8をaいていること、��に�AI のMÖに\して、=�

の�限・��でな�、生k!の教育¨-XをÎ�て\6

しよ	としていることをw
られる。/&、International 
Baccalaureate（2023d）に.拠して、生成AI の¾Öに\す

る IB の-;Aー�をºÃする。 
 大原則として、AI が生成したいかなる成��も、生k

（bÙ者）»身の.>�ナ?の著3�とは�なされない。

��に、生成AI を=�したÕには、学¿論文などのK�

とI�に、出;を�すことが�められる。42¨には、

AI が生成した�01トを�`K�したり、8= @ー	

してK�したりした場合、h該¬所が生成 AI によるも

ので�ることを本文中で�­に�し、かつ=�したAI�
ー?の名�をD®文�>1トに¸載することが�められ

る。これらの責任を�たさなかった場合、学M¨'�行

�として扱われる。生成AI の=�に\しても、«¨成�

のI属を�­にするとい	学MのR本原則がÑ�される

とい	yÕが�されている。 
 そもそも、IB の評価において生成 AI の=�がMÖに

なる場×は、主にH IB»定�における内Ê評価で�る。

��に、�定の¾Öが生k»身によるものかFかを8~

する責任は、原則¨にH教員に�ると®�られる。教員

には、学·成�の¥��をtUする}¨¨な責任が¾�

られているので�る。¥��を8~するための42¨µ

�として、①Ð�¨な�3Ï�のµ[、②口頭½�の整

合�、�Ñ7なK�、�成��の�準と生k»身の学<

の$»とい	 4要*が�されており、本人のEり©�で

�ることについて�­がÀ�されない場合、教員はh該

Eり©�（3品）を IB�構に提出しない­>をÉ	。 
/%で�したよ	な、生成 AI の��でな�それとの

3WをPJする-;Aー�は、9Ç¨で�ると評価で


るかもしれない。しかしながら、内Ê評価!のEり©�

のÏ�における生成 AI の��に関するr^も、学·成

�の¥��の8~も、H IB »定�の教員のÀËに委�

られている�で、'­Z�を0	。とりわけ、学·成�

の¥��の8~、つ�り、�る¾Öが本hに生k»身に

よるものか（AI を��したものでないか）を教員が8~

することは容kでない（!lecCenstein� (eyer� %ansen� &eller� 
&Uller � (Uller 2024）。4��、学�¨にnな成Ðを��

たり、�るいは�間¨に-���-をÑいたりする��

;の生kがいたとして、eらが¼って「生成 AI を�い

た」と8~されてし�	>1�は�る。この>1�を¿

��ると、生成AI の=�の~�の8~を�場（教員）に

任�ることは、Ìで�るとも評�る。生成AI の=�をめ

�るr^�8~を�場に委�ることの'­Z�が、IB の

評価のY~�のdら�にいかにiÒを及
すのかFかに

ついては、今j|Âす�
�の$つで�る。 
 
6.3. 評価�1� の�定が内@するMÖ 
 IB の評価のY~�を­Uする.©�は、その4Fに、

V¨に検¹NÑな�定を¬いている。このことが、Y~

�をめ�る構Å¨なMÖを内@していることを、本項で

はrwしたい。 
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その�定とは、第$に、「主任u�Yのu�は�しい」

とい	もので�る。第 4¤、第 5¤で整�したとおり、

IB におけるY~�の­Uの核には、主任u�YのWjが

�る。v¶すると、「主任u�Yのu�は�しい」とい	

�定のもと、品Â!�?のÈ��!�@ー�#BのÑ7

�の­»がなされている。u�Yの出すl�がi�しも

その��u�されるとは限ら�、u�の�しさの­»が

定�¨になされている�は、¸ÃgMÖのu�をY~に

行	ための�れたEり©�のよ	にkわれる。しかし、

%¸の�定の�拠となる、主任u�YのÓ任R準に関し

ては、2015 c発行の資料から�要を­»で
るものの

（International Baccalaureate 2015）、}iの状況をU

bすることはÑしい。>�て、主任u�Yに\する42

¨なト@ー�B�の~��内容、および主任u�Yの評

価の­からしさ（4��、主任u�YITの評価者間5

Õ�）などについては、�らかにされていない。¶いv

�ると、eらのu�は�しいとい	ことはいかなる�拠

にR
いているのかとい	�について­»することがN

Ñな�状が�る。このことは、評価�1� :2のÈ�

�、Y~�に�mをYか�る要1になり	る。 
第,の�定は、!�@ー�#Bに関わるもので�る。

IB�構は、学�を&1として!�@ー�#BをZzして

おり、それにより学�間�]（学�によるu�の�さÚ

Cしさの]）のMÖに	��\jしているよ	にもk�

る。学�を&1とする!�@ー�#BのZzの前提には、

「学�のなかで$つの¯目にÁxの教員が{わる場合、

:員がu�を�$している」とい	�定が�る。�たし

て、この�定は:ての学�で成り つのか。なお、!�

@ー�#Bが評価³�（評�）の~準?のÏ�をrすの

に\して、評価者間の8~（�]し）を�$?するÏ�

は0�>!@ー�#BとK�れる（�¤ 2021）。つ�り、

IB �構による内Ê評価のÂのU¹の核に�る!�@ー

�#BをÑ7にZzするためには、前提としてÑ7に0

�>!@ー�#BがZzされていなけれ�ならない。と

こ�が、Ñ7に0�>!@ー�#Bが行われているかと

い	�についても、V¨には検¹がÑしい。IB �構は、

学�内で合nされた$つのR準にしたがって:ての教員

が�ー1$ー�の評価に�たるとい	rÕを�している

ものの（International Baccalaureate 2017a）、そのZ"�は

学�の状況、文£に.WするEº�がÜい。³�として、

「!�@ー�#Bの�B;?に含�れなかった生kが、

�­な（lる�
）l�をlていたにもかかわら�、他

者のu�³�を�拠として'hにl�をK
&
られる」

といったÊける�
&oがZÕに起
ているかFかにつ

いて、8~しÑい。それ��に、IB の評価のY~�に�

mをY��Oが生�ることとなる。 
このよ	に、「主任u�Yの�\¨な�しさ」と「H学

�におけるÑ7な0�>!@ー�#B」とい	,つの�

定（の'­かさ）は、IBの評価�1� がnO��る'

Y~を生�出す'Ò�を<�でいることを�Lしている。 
 
Ý． �とめ 
 
 IB においては、「�れた評価は、生kの_eい�B�

�B�ーとÜ次のk®<を®pしたもので�る」、「«¿、

�m、?ー�Bの�����をkい出すことだけにQい

る�1トは、IB 教育の目�にそ�わない」（International 
Baccalaureate 2017a: �7	��）とい	®�yのもと、¸Ãg

MÖを中�にしたVÊ評価、およびH IB »定�の教員

による内Ê評価がZzされて
た。本稿は、それらVÊ

評価と内Ê評価において、いかに評価のY~�の­Uが

Ä�られているのかを�らかにすることを目¨として、

IB �構がY表している���=�BをÅ�Àいて
た。

>�て、評価のY~�に関わるい�つかの¾Öをrwし

て
た。lられた«³の要�は/&のとおりで�る。 
 VÊ評価のÂU¹は、&にu�R準（�ー�10ー ）

を設定するの�なら�、品Â!�?のÈ�によってÄ�

られている。すなわち、主任u�Yによるu�³�は�

しいとい	�定のもと、主任u�Yと（その他の）u�

Yのu�³�を�較することにより、u�Yとしての資

�を(�たり、u�のÏ�でその資�を�Zさ�るかF

かが�定されたりする。さらに、u�がÑしいª�を>

1�（at risC）ととら�、それについては�にu�が$Á

しているu�YによってRÔに検討される�Ôが設けら

れている。 
 内Ê評価のÂU¹についても、I�に、IB�構の教員

に\して評価R準（-セ1�Bト�=��>-）を¾す

だけでな�、!�@ー�#BとK�れる�Ôが設定され

ている。つ�り、H IB»定�で行われた内Ê評価のÑ7

�が、=B� にÓ�れた評価�B;?によって­»さ

れ、場合によっては成«の調整がなされる。 
 /%の多`¨な�ª
によって、¸ÃgMÖ�るいは

�ー1$ー�の評価で�っても、$定�f、Y~な評価

がZ�されているとÀ�る。IB に\しては、その設 h

初より、そもそも評価のXµ��Y~さをU¹するなに

ものかがWjするかがW そのものに関わるMÖで�る

とい	ことがrwされて
た（¯� 1���）。このよ	な

rwに\しての IB �構による今�¨なjªの$�とし

て、本稿が整�して
た評価の.©�を1¬
けること

がで
る。 
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他yで、IB�構も»´しているとおり、ÄÙがiÕ¨

にZzされるが��の¾Ö�生成 AI の��をめ�る¾

Öは、(�¨に�るいは容kにÀ�されるものではない。

��に、IB の評価をX:なもの、�るいはX成されたも

のと�ることは¼りで�る。IB とい	�1� にD画す

る学�、i、OPのS>・多�?、�るいは生成AI のF
頭に×著に�される社会m?に、IB�構はいかに\jし、

今j、評価�1� を発[さ�てい�のか。>�て、「主

任u�Yの�\¨な�しさ」�「H学�におけるÑ7な

0�>!@ー�#B」とい	�定の­かさに関して、い

かに\V¨に¹�してい�のか。それらの�を|Âして

い�ことが、IB の評価のY~�を®[するためにはi要

'Exで�り、研究%の今jの¾Öとしても1¬
けら

れる。 
 
�注 記� 

本稿は、̄ 学研究º® ÎR¢研究(B)「大学X学者Ó

X�$ÄÙにおける�fm容とY�«´に関するiÕ�

較研究」（研究¾Ö�号Ü22#00�7� � 23K22249、研究代

表者Ü九州大学教s ���I）による研究成�の$Êで

�る。 
 
Þ|ß 
(1) iÕ7/A@-（IB）は、��;A�;A�= に>

�て、初等教育;A�= （Primary 4ears Programme）、
中等教育;A�= （(iddle 4ears Programme）、および0

�>-関Æ;A�= （�areer	related Programme）で構成

されている。ただし、本稿では、¸Ãの�ÓさをÊける

ため、「IB」を IB��;A�;A�= の��として,

�する。 
(2) IB�構（�"�ー!に拠�が�る IB本Ê）によって、

IB ;A�= の	ちのい�れかのZzを»Eされた学

�をrす。 
(3) IB�構が、いかに IB��;A�の»«を�lして


たかについては、-esniC（2016）にºしい。 
(4) IB�構は、Y~な評価の目¨について、:てのbÙ者

に等しい�会を提-することで�るとÃ�ている

（International Baccalaureate 2017a: 6�）。 
(5) 本稿が検討している IB 関Æの文書は、:て�B�ー

��ト%で$¥YÍされているもので�る。IB �構は、

IB 関Æの文書の多�を (y IB とK�れる��!��ト

（@ttps:��i:o.my.site.com�i:portal�IBPortal'ogin�start0-'��
2!i:portal�2!）において3~しているが、-�セ1�限

は IB »定�の教員など$Êの者に限定されている。�

�に、そこに掲載されている文書は本稿の検討の\Àか

らVれる。 
(6) ��内はK�者による。 
(7) �ー���ー�ーとは、IB ;A�= のZzにおい

て>ー�ー¨なd:を�たし、>�て»身の所属する IB
»定�と IB �構とのÆ�調整をthする教員をrす

（International Baccalaureate 2023c）。 
(�) International Baccalaureate� @ttps:��OOO.i:o.org� 
(accessed 2025	6	24). 

(�) ただし、い�れかの¯目で 1 �をEった場合等には

:2で 24�を¼�ていても IB��;A�はs(されな

いなど、細かな資�s(の規則が定められている

（International Baccalaureate 2017a: 220）． 
(10) 4��、y+では「��?が 1 つのiの生��準と

!1環境に及
したiÒについて®[しなさい」といっ

た出Öがなされる（International Baccalaureate 2021a）。 
(11) IB のH¯目の評価は、4��VÊ評価の\Àとなる

筆¸ÄÙ 1（paper one）、筆¸ÄÙ 2（paper tOo）、口ÃÄ

Ù、および内Ê評価から成る。それらが評価の構成要¦

とK�れる。 
(12) IB�構は>�?ートのための
>�ーをY表してお

り（International Baccalaureate 2021:）、そこで定められて

いるr*を�たしかつu�YになることをHqする者が

j#で
る.©�になっている。 
(13) IB では、}¨ÄÙに9 ち、IB»定�の教員によっ

て予mされる成«（predicted grades）が出され、大学!の

出×等にÕして��される。 
(14) 内Ê評価の�Úは、���=�B（International 
Baccalaureate 2023:）中の「内Ê評価と予mされた成«」

（Internal assessment and predicted grades）の項目でºし�

½�されている。この項目は、�xの:h�と5Õ�を

U¹するために設計されており、内Ê評価に関わる教員

が�«してお��
とされている。 
(15) '�行�!の\jについては、IB �構によって、

Academic integrity policy とい	���=�Bが出され

ており（International Baccalaureate 2023d）、そのなか

で'�行�$°（��、3·、VÊ委³・ª�»X、Ô

Á提出、�ー�]Å・|��、ÄÙにおける'ÃE�所

Z、ÄÙにおけるlQの�りとり、ÄÙMÖの&前X�・

�~、代pbÙ、'�行�の'�Gなど）とそれらに\

する�則が�wされている。 
(16) -セ1�Bト�=��>-については、H教¯の�

��でº細が­»で
る。H教¯の���は、IB»定�

の教員等によって-�セ1Eºな My IB 内の;A�=

 >3ー1セB�ーでX�Eºで�るが、$¥YÍはさ

れていない。ただし、�定の��!��トでの�
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（https://www.follettibstore.com/）»XEºで�る。 
(17) �@ー���1�>;�ーについては、IB �構に

よって2017cに出された文書（Grade descriptors For 
use from December 2017）でº細がYÍされている

（International Baccalaureate 2017b）。 
(18) !�@ー�#BのÏ�で、教員は、な�そのよ	な

評価をしたのかについて、º細な½�を�められること

が�る（International Baccalaureate 2017a: 168-169）。
ただし、 
(19) 本項の¸Ãは、主に���=�B（International 
Baccalaureate 2023:: �1	�4）にR
いている。 
(20) International Baccalaureate� Z.tatement >rom t@e IB a:out 
�@at"P/ and arti>icial intelligence in assessment and education.[ 
@ttps:��OOO.i:o.org�neOs�neOs	a:out	t@e	i:�statement	>rom	
t@e	i:	a:out	c@atgpt	and	arti>icial	intelligence	in	assessment	
and	education� (accessed 2025	6	30). 
(21) International Baccalaureate� ZArti>icial intelligence in IB 
assessment and education: a crisis or an opportunity�[ 
@ttps:��OOO.i:o.org�neOs�neOs	a:out	t@e	i:�arti>icial	
intelligence	in	i:	assessment	and	education	a	crisis	or	an	
opportunity2� (accessed 2025	6	30). 
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research/research-studies/challenges-in-international-
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education t@roug@ t@e International Baccalaureate.[ Critical 
%tudies in Education� 60(3)� pp.340	357. 
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 本稿は、/&の�発表のQG書に>筆・6�を>�た

もので�る。 
�}«RÚ2023Ú「iÕ7/A@-の評価におけるY~
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る調査研究�� 行��人大学XÄセB�ー研究Í
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